
平成２７年度図書館協議会概要 

日 時  平成２７年６月２６日（金） 

午後２時から午後３時 

場 所  戸倉庁舎 ４階 第２会議室 

 

１．開  会 （生涯学習課長） 

新委員４名への任命書の交付 （ 教育長） 

２．教育長あいさつ （ 教育長） 

３．自己紹介 

４．正副会長の選出について 会長は袖山茂校長、副会長は伊藤真由美司書を選出 

４．協議事項 

（1）千曲市立図書館の概要について 

（2）平成２６年度事業報告について 

（3）平成２７年度事業計画について 

（4）図書館運営についての意見交換 

 

委員から出された主な質問及び意見 市（事務局）の説明及び回答 

（１）千曲市立図書館の概要について 

○ 職員構成で、更埴西図書館の兼務職員は誰か。 

 

 

○ 蔵書数で戸倉上山田となっているが、戸倉図 

書館と上山田公民館図書室と合わせたものか。 

 

○ 紙芝居の数が多いが、戸倉図書館と上山田公

民館図書室を合わせた数か。 

 

（２）平成２６年度事業報告について 

○ ブックスタート事業で絵本の配布率が減っ

たということだが、どうして減ったのか分析を

したか。 

 

 

 

 

 

○ ５冊の絵本の種類を変えてはどうか。上の子 

がいる家庭では、本を変えてほしいとの声もあ

る。 

 

○ 「おはなし」と「音楽」を楽しむつどいは、

 

○ 更埴図書館の館長の平林と更埴図書館係長の

和田のことです。 

 

○ そうです。 

 

 

○ そうです。 

 

 

 

○ 更埴図書館では、以前は７ヶ月健診で絵本を渡

していました。健診時は本を渡す環境にないとい

うことで会場を変え、現在はあんずホールの会議

室で行っています。今年度は１回行い、６５％ほ

どの配布率でした。今後の様子を見ながら、ＰＲ

等に力をいれていきます。 

 

 

○ 今年度、５冊の本の種類を替えるよう検討して

いきます。 

 

 

○ 昨年度初めて開催しました。音楽とともにお話



小ホールのわりに多く集まった。どんなイベン

トだったのか。 

 

 

○ 集まった方の年齢層は。 

 

 

 

（３）平成２７年度事業計画について 

○ 定例おはなし会が毎週となっているが、開催

回数が増えるということか。 

 

（４）図書館運営についての意見交換 

○ 図書館の蔵書構成も大事だが、選書はどうし

ているのか。神戸の事件の加害者が出した本が話

題となっている。図書館ではどんな基準で図書を

購入しているか。 

 

 

 

 

○ 一般的な選書基準はあるのか。 

 

 

○ 第２次子ども読書活動推進計画策定で問題に 

なったのが、小学生の時はよく本を読んでいる

が、中高生になると繋がらず、どんどん本から

離れている現状だ。この計画でも中高生の読書

活動に関する点が少し弱いと思う。中高生がど

の位本を読んでいるのかの数値も残していただ

きたい。 

○ 第２次子ども読書活動推進計画ができたの 

で、各学校のほうでも推進していかないといけ

ないと思っている。 

 

 

○ 図書館の本の痛みが激しい。紙芝居は古くな 

るとコーティングが剥がれてきている。新刊図

書の購入ばかりでなく、長く読み続けたい良い

作品は買い替えることをしてほしい。 

 

しを読み、「おはなし」と「音楽」の両方が楽しめ

るイベントです。また機会があれば開催したいと考

えています。 

 

○ 「みんなで楽しむ」をコンセプトにしました。

子どもだけでなく年配の方の参加もあり、子どもも

大人も一緒に楽しんだイベントとなりました。 

 

 

○ 回数を増やしました。西図書館でも未就園児対

象のおはなし会を毎週行います。 

 

 

○ 神戸の事件の加害者が手記を出版しました。北

信公共図書館の館長会議でも話題になり、それぞ

れの図書館の考え方でやっていくことを確認し

ました。更埴図書館では、現在は書店で販売され

ており、リクエストがあるので購入し提供するこ

とにしました。今後裁判等に発展すれば、その時

点で検討します。 

 

○ 選書基準を設けており、図書館職員が選書して

います。利用者の要望に応じて購入しています 

 

○ 検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 買い替えていきます。 

 

 

 

 



○ ＰＴＡの会議の場で、親が破損したことを隠 

すという行動をとり、それを子どもが見ている

ことが問題になっていた。破損したことは仕方

がないが、大事に使うことを啓蒙していかない

といけない。図書館で行っている有効な啓蒙方

法があったら教えてほしい。 

○ 職員も修理等に力を入れており、図書館の本を

大事に扱ってほしいと願っています。 

 

 

 

 

 


